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参画型防災戦略計画策定

• マリキナ市地震防災アクションプログラム

• 奈良県地震防災アクションプログラム

• 京都府地震戦略



戦略計画
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重点課題検討結果

災害に強い

土地利用計画を
反映した

社会基盤整備を行う

防災を考慮した
市街地整備を行う

長周期地震動及び
液状化対策など
新たな課題に

取り組む

出火防止対策を

実施する

市街地における

延焼拡大を防ぐ

広域
防災活動拠点を

整備する

防災公園を

整備する

緊急ヘリポートを
整備する

ライフラインの

早期復旧に

向けた支援を行う

地盤災害
危険区域の

予防対策を行う

土木構造物等の

予防対策を行う

建築物の
耐震化を戦略的

に実施

県有建築物の
耐震化

県有以外の

公共建築物
の耐震化

外部被害の防止内部被害の防止

施策の柱１ 物理的に強い県土を作る

一般建築物の
耐震化

建物の耐震化を
推進する

燃えないまちづくり

を推進する

速やかな復旧に
つながる

ライフライン被害の

予防対策を実施する

公共建築物一般建築物

具体例

緊急輸送の
確保を行う

防災拠点を
整備する

依存

線の整備
点の整備

面の整備

火災に
よる死者
約５００人

土砂災害

による

死者
約２００人

建物倒壊に

よる死者

約４５００人
県有施設で

死者を
ださない

県管理の土
木構造物で

死者を

ださない
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施策の柱 施策項目
重要
度

アクション
目標

優先
順位

アクション
項目

担当課
（室）

地震防災戦
略との関連

現状分析
自
助

共
助

公
助

実施
主体

県の
役割

新規項目 1
～

2
年

3
～

5
年

5年以

上継
続

数値
目標

Ⅰ

10　役割分担 12　実施期間

数値目標の設定のプロセス

重点プロジェクト（目玉プロジェクト）

重要・重点事業達成目標毎

県民の意向、技術的課題、予算・スタッフ、議会等、法律、経済効果、環境

コアとなる課題

参照 参照

考慮

重点プロジェクト数値目標



政策評価とは何か？

「政策」に関する「目的、目標、介入理論、
実施過程、結果、成果、効率性を評価す

る体系的な社会調査活動」

龍慶昭、佐々木亮、「政策評価」の理論と技法、多賀出版、2000を元に作成



政策評価のための５つの手法

• ①ニーズ評価（Assessment of Need for the Program）
• ②セオリー評価（Assessment of Program Design and 

Theory）
• ③実施評価（Assessment of Program Process and 

Implementation）
• ④アウトカム評価（Assessment of Program 

Outcome/Impact）
• ⑤効率性評価（Assessment of Program Cost and 

Efficiency）

Rosszi, H. Peter et.al, Evaluation; A Systematic Approach Seventh 
Edition, SAGE Publications, 2003



政策評価のヒエラルキ

ニーズ評価（Assessment of Need for the Program）

Rosszi, H. Peter et.al, Evaluation; A Systematic Approach Seventh Edition, 
SAGE Publications, 2003

セオリー評価（Assessment of Program Design and Theory）

実施評価（Assessment of Program Process and Implementation）

アウトカム評価（Assessment of Program Outcome/Impact）

効率性評価（Assessment of Program Cost and Efficiency）



①ニーズ評価（Assessment of Need 
for the Program）

• 正しく問題認識が行われているかどうかの評
価であり、評価においては1）ステークホルダー
を明らかにする、2）ニーズを明らかにする、3）
明らかになったニーズをステークホルダーと共
に検証する、という3つの項目 が必要である。

ステークホルダーの抽出 ニーズの抽出

ステークホルダーと
協働でのニーズの検証



参画のためのツール
ワークショップ



誰が実行計画する計画なのか？



②セオリー評価（Assessment of 
Program Design and Theory）

• 問題となる事象についての「原因と結果」が正
しく認識されているかどうかについての評価で
あり、具体的にはすなわち問題の解決へと至
る道筋が施策の連関図として正しく示されて
いるかどうかについての検証が実施される。



4.
1

4.
2

組織を強くする

4.1.7

4.1.6

初動体制を
充実する

4.1.2

組織の運営体制
を充実させる

4.1.3

情報処理を
標準化する

3.1

災害対応訓練を
実施する

4.1.5

4.1.4 災害対応
マニュアル
を作成する

情報インフラを
整備する

3.3

情報の安全・信
頼性を確保する

3.4

情報共有のため
の防災情報シス
テムを整備する

3.2

災害対応業務の
標準化を行う

4.3

機能モデル 業務モデル

職員の災害対応
能力を高める

災害に強いひ
と・

組織をつくる

連携を推進する３ 的確な情報処理を実施する

データモデル

４ 有能な人的資源を十分確保する

業務フロー分析
を行う



８ ライフラインの復旧・代替機能の提供を行う

８－１ ライフラインの復旧を行う ８－２ 代替機能を提
供する

８－３ ライフラインに頼らな
いシステムをつくる

８－４ 交通機能を確保する

８－１－１
水道を復
旧する

８－１－下
水を復旧す
る

８－１－３
電気を復旧
する

８－１－４
ガスを復旧
する

８－２－１
応急給水を
行う

８－２－２
仮設トイレ
を設置する

８－３－１
学校に風
力（太陽）
発電を導入
する

８－３－２
各町内に
井戸を設置
する

８－３－３
雨水を活用
する、貯留
する・初期
消火・生活
用水（トイレ、
洗濯など）

８－４－１
災害時の
公的輸送
手段を確保
する

８－４－２
道路等の
応急復旧を
実施する

８－４－３
緊急時主
要幹線を整
備する

８－４－４
資機材を充
実させる

８－４－５
ライフライン
確保のため
の事故対
策を行う

８－４－６
企業の得
意分野での
災害復旧
への協力を
向上する

８－２－１－１
給水車の数を
増やす

８－２－１－２
避難場所に水
が届くように
ルートを決めて
おく

８－２－１－３
水を確保する

８－５ 企業との協力体制を
確立する

８．ライフラインの復旧・代替機能の提供を行
う。



③実施評価（Assessment of Program 
Process and Implementation）

• 施策が計画通りに実施されているかどうかの
評価であり、通常、アウトプット評価と呼ばれ、
現在、行政で実施されている「事務事業評価」
がこれにあたる。

方　針 施　策
・・・
事業数



④アウトカム評価（Assessment of 
Program Outcome/Impact）

１．物理的に強い県土を作る

５．県民に対して5つのサービスを行う

６．復興を視野に入れる

４．有能な人的資源を十分確保する

３．的確な情報処理を実施する

２．民間の防災力を向上させる

5.1 命を守る

5.3 生活基盤を安定させる

5.4 県民の生活を支援する

5.5 古都奈良のイメージを守る

予防
対策

物理的抑止力
の向上

民間の防災力
向上

災害対応
の資源

情報システム

人的資源

応急対策

人命

生活基盤

県民生活

古都奈良

復旧・復興

5.2 安全・安心を守る安全・安心



計画の評価と見直し

復興目標 ○

行政 ○ ○ × ×

市民 ○ × ○ ×

復興目標 ×

行政 ○ ○ × ×

市民 ○ × ○ ×

復興目標が達成された

復興目標が達成されなかった→施策の見直し、重点課題の抽出

施策体系の見直し

施策体系の見直し

撤退



⑤効率性評価（Assessment of 
Program Cost and Efficiency）

• 費用に対してどれだけの効果が出るのかにつ
いての評価であり、公共事業で実施されるコ
ストベネフィット評価がこれに対応する。



復興計画
神戸市震災復興計画

The Unified New Orleans Plan
Citywide Strategic Recovery and Rebuilding Plan

1.復興の基本的な考え方
1.はじめに
(Introduction)

2.目標別復興計画
2.復興評価
（Recovery Assessment)

3.安全都市づくり
3.全市の復興戦略
（Citywide Recoery Framework)

4.市街地復興計画
4.戦略計画
（Summary of Recovery Projects)

5.シンボルプロジェクト
5.実施計画
（Implementation Plan)

6.実現へ向けて 6.予算計画
（Financial Plan)
付属資料
（A. Citywoide Recovery Projects Summary Sheets)
付属資料
（B. List of District Projects)

付属資料

4章はSummary of Recovery Projectsとなっているが、章の内容は各計画の
Strategies., Policies・・・を示したものであり、戦略計画と訳した。



State of Califorinia
Multi-Hazard Mitigatoin Plan

• Chapter 1 Planning Process
• Chapter 2 Legal, Institutional, and Policy Framework
• Chapter 3 State Mitigation Strategy
＜アウトカム評価、実施評価＞

• Chapter 4 Profile of State Assets
<ニーズ評価>
• Chapter 5 Assessing Hazards
＜ニーズ評価評価＞

• Chapter 6 Local Hazard Mitigation Planning
<アウトカム評価＞

• Chapter 7 Funding Sources and Capability
<効率性評価>
• Chapter 8 Enhanced Plan Criteria Achievements Program



プロジェクトの開始

ニーズの存在

ニーズの把握

目的と個別目標の設定

複数の「政策案」の比較

「政策案」の選択

試験的実施（パイロットプログラム）

効果・効率性の確認

本格実施

効果・効率性の確認

目的と個別目標の達成

ニーズの充足

復興完了

▼

▼

▼
ニーズ評価→

▼

▼

▼

▼

▼

▼

セオリー評価→

効率性評価→

事前評価

中間評価

事後評価

（パイロットプロジェクトの実施）

実施評価→
アウトカム評価→

効率性評価→

実施評価→
セオリー評価→
効率性評価→

アウトカム評価→

効率性評価→

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点

龍慶昭、佐々木亮、「政策評価」の理論と技法、多賀出版、2000を元に作成


